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欧州原子核研究機構(CERN)の高エネルギー混合粒子場(CHARM)施設内において、金箔放射化法を用いて室

内の熱中性子空間分布を測定した。また、中性子生成から熱中性子束形成までの過程を調査するために、

計算コードを用いて CHARM 施設内における中性子の減速挙動を模擬した。 
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1. 緒言 単純体系で測定された高エネルギー陽子損失による熱中性子束データは、このエネルギー領域に

おける室内熱中性子分布形成メカニズムの理解と、計算コード及び簡易式の検証において有用であり、加

速器施設遮蔽設計における空気中 41Ar 生成量評価法の精度向上に資する。本報告では、24 GeV/c 陽子を銅

ターゲットに照射した際に CHARM 施設内に形成された熱中性子空間分布の測定結果について述べる。 

2. 実験・解析 実験は CHARM 施設のターゲット室及び迷路で行った。放射化検出器として用いた金箔及

び Cd カバー付きの金箔を、図 1 に示す施設内 13 箇所において 3 通りの高さ（0.00 m, 1.29 m, 2.00 m）に配

置し、ビーム運転を行った。照射後の金箔の絶対放射能を測定し、Cd 差法により熱中性子束を導出した。 

3. 結果 図 2 に熱中性子束測定値と計算値の比較を示す。ターゲット室内では熱中性子の空間的偏りが小

さく、一方迷路ではターゲット室から遠ざかるにつれて熱中性子束が減衰する分布傾向を示した。また、

計算値はファクター2 以内の精度で実験値を再現した。発表では簡易式との比較結果についても報告する。 

 
 

図 1  Au 放射化検出器の設置場所 図 2  熱中性子空間分布の実験値と計算値の比較 
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